
 

 

 

 

 

 

 

 

講師の滝口氏はギャンブル障害やアルコール・薬物依存と

いった依存症の課題についての研究から、社会の人々が個人

の責任問題を取り上げるのみに終始し社会的構造の課題に

目を向けていない現状に警鐘を鳴らします。「ギャンブルの問

題は、実は弱者が大企業に食い物にされかねないところから

生じる」とし、各国の取り組みの違いや日本社会が抱える大き

な問題についても言及しています。 

 

単に「甘えだ」「努力不足だ」と個人を責

めても本質的な解決にはなりません。 
ギャンブル依存症者を『＝悪や病の塊』のように扱う状況は、

より問題を深刻化します。滝口氏の「解決の糸口は支援者が

弱者（ギャンブルに起因する害に晒される人たち）の課題にど

こまで寄り添えるかにあり、さらには公衆衛生の立場からどの

ように問題が起きないように予防するかにある」という指摘は、

私たち精神保健福祉士が知っておきたい支援のいろはでもあ

ります。 

 

ゲストスピーカーには、ギャンブル依存症から回復した経

験をお持ちの京都マック・プログラム参加者をお招きします。

自分の人生に責任を持てるだけの社会的な支えが不足してい

る現状で、自己責任という言葉を都合良く使い、個人に責任

を押しつけている現代社会の課題について学び、私達にでき

る支援の在り方について考えてみませんか？ 

 

＊事前申込不要、参加費無料  
（ただし非会員の方は資料代 500 円が必要です） 
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日 時： 2019 年 4月 26 日（金） 19：00～21：00（受付 18：30～）  

場 所： キャンパスプラザ京都２階 第一会議室 

主 催： 京都精神保健福祉士協会・日本精神保健福祉士協会京都府支部 

 

最近、予期せぬ病気や貧困に苦しむ人々に対して

「自己責任」という言葉が向けられています。個人

の力だけではどうにもできないことを「ぜいたくだ」

「甘えだ」責める社会の風潮はどこから生じており、

どうすれば解消できるのでしょう。 


